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計画策定 平塚駅周辺地区将来構想
◆ 平塚駅周辺地区の２０年後の将来像をまとめ、持続可能なまちづくりを進めるために策定

◆ まちの将来像（＝理想像、あるべき姿）を「行政」・「市民」・「事業者」が共有

◆ 多様な主体で共通のゴールを共有することで、公民が連携したまちづくりを推進

◆ 令和4年度から3か年で検討を進め令和7年３月に策定
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まちづくりの方針
◆ 将来像を描くために必要となるまちづくりの考え方を７つの方針に整理
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各通り、エリアの将来イメージ
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社会実験実施 「みんなのリビング in スタモ」
◆ 歩道上にパークレット（椅子やテーブル）を設置し、キッチンカーや近隣の店舗などと一体で

活用することで、道路に必要な機能を検証するための社会実験を実施。
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社会実験実施 「みんなのリビング in はと公園」
◆ 大門通り(道路)で開催される市(マーケット)に併せて公園内にもキッチンカーや店舗などを

設置するとともに飲食や休憩できるスペースを設け、公園に必要な機能を検証するための
社会実験を実施。
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実現に向けて まちづくりの進め方
◆ まちのリニューアルを進めるために、民間事業者による再開発やまちのリニューアルなど

を誘発するための種となるプロジェクトを積極的に推進

◆ 建物の建替え、道路や公園、駅前広場などの「ハード整備」と、デザインマネジメントや
イベント時の空間活用、店舗誘致などの「ソフト取組み」を一体的なエリアで推進
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将来構想の実現に向けた「３つの柱」と方向性

平塚駅周辺地区将来構想

構想実現の屋台骨となる

３つの柱の取組みを一体的に捉え、

連携させながら進めていく

POINT!
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